







The Factors which Influence the Life Course which the Women who have spouses consider to be Ideals



















In this paper, "The factors which influence the life course which the women who have spouses consider to be
ideals" were clarified.
The clarified influence factors of the women who have spouses are "Educations", "Incomes", "Work patterns",
"Opinion over home life", and "Gender role consciousness."
The clarified influence factor of the spouses is "Work patterns." But it is a weak influence factor.
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表３ 「本人および配偶者の就業形態」と「理想と考える女性のライフコース」
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（４）家庭生活などに対しての考え
「男性片働き生計の負担の重さ」、「女性が職業により
収入を得る重要性」では、「そう思う」において、「M字
カーブ」より「台形カーブ」を理想の就労と考える者
が多い。とくに「女性が職業により収入を得る重要性」
では、「そう思う」において、理想の就労を「台形カー
ブ」と考える者が「M字カーブ」と考える者の２倍強で
ある。「どちらかといえばそう思わない」において、理
想の就労を「M字カーブ」と考える者が「台形カーブ」
と考える者の４倍強であり、「そう思わない」において、
同４倍弱である（図８）。「女性 家庭生活と仕事の両立
の難しさ」では、「そう思わない」において、理想の就
労を「台形カーブ」と考える者が、「M字カーブ」と考
える者の1.6倍強である（図８）。「男性 家庭生活と仕事
の両立の難しさ」では、「どちらかといえばそう思わな
い」、「そう思わない」において、「M字カーブ」より
「台形カーブ」を理想の就労と考える者が多い（図８）。
「家庭生活に対しての考え」と「理想と考える女性の
ライフコース」は、４項目のすべてにおいて統計的関
連がみられた〔「男性片働き生計の負担の重さ」と「理
想と考える女性のライフコース」（χ2＝64.43、df＝3、
p＜0.001）、「女性が職業により収入を得る重要性」と
「理想と考える女性のライフコース」（χ2＝286.73、df＝
3、p＜0.001）、「女性 家庭生活と仕事の両立の難しさ」
と「理想と考える女性のライフコース」（χ2＝31.42、
df＝3、p＜0.001）、「男性 家庭生活と仕事の両立の難し
さ」と「理想と考える女性のライフコース」（χ2＝45.21、
df＝3、p＜0.001）〕（表４）。
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図８ 「家庭生活などに対しての考え」と「理想と考える女性のライフコース」
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（５）性役割分業意識
「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきという考え方」
（以下、「性役割分業意識」）に「どちらかといえば反対」、
「反対」では、「M字カーブ」より「台形カーブ」を理想
の就労と考える者が多い。とくに「反対」において、
理想の就労を「台形カーブ」と考える者が「M字カーブ」
と考える者の３倍である。同「賛成」、「どちらかといえ
ば賛成」では、「台形カーブ」より「M字カーブ」を理
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表４ 「家庭生活などに対しての考え」と「理想と考える女性のライフコース」
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想の就労と考える者が多い。「賛成」において、理想の
就労を「M字カーブ」と考える者が「台形カーブ」と考
える者の５倍以上であり、「どちらかといえば賛成」に
おいて、理想の就労を「M字カーブ」と考える者が「台
形カーブ」と考える者の３倍以上である（図９）。
「性役割分業意識」と「理想と考える女性のライフコー
ス」は、統計的に関連がみられた（χ2＝436.23、df＝4、
p＜0.001）（表５）。
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図９ 「性役割分業意識」と「理想と考える女性のラ
イフコース」
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表５ 「性役割分業意識」と「理想と考える女性のラ
イフコース」
３　考察
本稿の目的は、有配偶女性の理想と考えるライフコ
ースが、「M字カーブ就労」であるか「台形カーブ就労」
であるかの影響要因を明らかにすることであった。
図２で示した本人サイドの５項目は、理想と考える
ライフコースが「M字カーブ」であるか「台形カーブ」
であるかの影響要因であることが明らかになった。同
配偶者サイドの２項目に関しては、「収入」は影響要因
ではないことが、「就業形態」は弱い影響要因であるこ
とが、明らかになった。
「教育」と「理想と考える女性のライフコース」は、
大学卒業において、理想の就労を「台形カーブ」と考
える者が有意に多く、「M字カーブ」と考える者が有意
に少ない。「大学院中退または修了者」、「高校中退」、
「短大、専門学校中退」では、理想の就労を「台形カー
ブ」と考える者が「M字カーブ」と考える者より多い傾
向がみられるが、「短大、高専卒業」、「高校卒業」、「中
学校卒業」、「その他」、「大学中退」では、理想の就労を
「M字カーブ」と考える者が「台形カーブ」と考える者
より多い傾向がみられる。「教育」と「理想と考える女
性のライフコース」は統計的に関連がみられたとはい
え、教育水準が高くなれば、理想の就労を「台形カー
ブ」と考える者が増加するといった傾向がみられると
は言えない。
「本人の年収」と「理想と考える女性のライフコー
ス」は、年収「50万円未満」、「50万円以上100万円未満」
で、理想の就労を「M字カーブ」と考える者が有意に多
く、「台形カーブ」と考える者が有意に少ないが、「300
万円以上400万円未満」、「400万円以上 500万円未満」で、
理想の就労を「台形カーブ」考える者が有意に多く、
「M字カーブ」と考える者が有意に少ない。また、「500
万円以上600万円未満」で「M字カーブ」を理想の就労
と考える者が優位に少ない。「本人の年収」と「理想と
考える女性のライフコース」は統計的に関連がみられ
たとはいえ、本人の年収が増加すれば、理想の就労を
「台形カーブ」と考える者が増加するといった傾向がみ
られるとは言えない。「理想と考える女性のライフコー
ス」に影響を与える要因は、「配偶者の年収」ではなく、
「本人の年収」であることが明らかになった。
「本人の就業形態」と「理想と考える女性のライフ
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コース」は、「正社員、正職員」で、理想の就労を「台
形カーブ」と考える者が有意に多く、「M字カーブ」と
考える者が有意に少ないが、「働いていない」場合は、
理想の就労を「M字カーブ」と考える者が有意に多く、
「台形カーブ」と考える者が有意に少ない。「有期契約社
員、嘱託社員」、「自ら起業、自営業」、「パート、アルバ
イト」、「派遣社員」、「自営の家族従業員」では、理想の
就労を「台形カーブ」と考える者が「M字カーブ」と考
える者より多い傾向がみられる。本人が正規雇用であ
るか無業であるかは、理想の就労を「M字カーブ」と考
えるか「台形カーブ」と考えるかに大きく影響してい
ることが明らかになった。
「家庭生活などに対しての考え」に関する「各項目」
と「理想と考える女性のライフコース」は、「男性 片働
き生計の負担の重さ」において、「そう思う」で、理想
の就労を「台形カーブ」と考える者が有意に多く、「M
字カーブ」と考える者が有意に少ない。「どちらかとい
えばそう思う」で、理想の就労を「台形カーブ」と考
える者が「M字カーブ」と考える者より少ない傾向とい
う結果は予測していなかった。「どちらかといえばそう
思わない」で、理想の就労を「M字カーブ」と考える者
が有意に多く、「台形カーブ」と考える者が有意に少な
い。「女性が職業により収入を得る重要性」において、
「そう思う」で、理想の就労を「台形カーブ」考える者
が有意に多く、「M字カーブ」と考える者が有意に少な
い。「どちらかといえばそう思わない」、「そう思わない」
で、理想の就労を「M字カーブ」考える者が有意に多く、
「台形カーブ」と考える者は有意に少ない。「どちらかと
いえばそう思う」で、理想の就労を「台形カーブ」と
考える者が有意に少なく、「M字カーブ」と考える者が
多い傾向という結果は予測外していなかった。「女性 家
庭生活と仕事との両立の難しさ」において、「そう思わ
ない」で、理想の就労を「台形カーブ」と考える者が
有意に多く、「M字カーブ」と考える者が有意に少ない。
「男性 家庭生活と仕事との両立の難しさ」において、
「そう思う」で、理想の就労を「M字カーブ」と考える
者が有意に多く、「台形カーブ」と考える者が有意に少
なく、「どちらかといえばそう思わない」、「そう思わな
い」で、「台形カーブ」と考える者が有意に多く、「M字
カーブ」と考える者が有意に少ない。
「そう思う」プラス「どちらかといえばそう思う」
で「そう思う計」、「どちらかといえばそう思わない」プ
ラス「そう思わない」で「そう思わない計」として分
析することがある。本稿で「計」として分析しなかっ
た結果、「女性が職業により収入を得る重要性」、「男性
片働き生計の負担の重さ」において、「そう思う」と
「どちらかといえばそう思う」では傾向が異なっている
ことがわかった。「どちらかといえばそう思わない」と
「そう思わない」でも、このようなケースはあり得ると
思われる。「計」としての分析は、事実と異なる結果を
招きかねないことを警告しておきたい。
「性役割分業意識」と「理想と考える女性のライフ
コース」は、「賛成」、「どちらかといえば賛成」におい
て、理想の就労を「M字カーブ」と考える者が有意に多
く、「台形カーブ」と考える者が有意に少ない。「反対」、
「どちらかといえば反対」において、理想の就労を「台
形カーブ」と考える者が有意に多く、「M字カーブ」と
考える者が有意に少ない。「性役割分業意識」は、「女性
のライフコース」に大きく影響していることが明らか
になった。
４　おわりに
企業におけるジェンダー平等の前提は、女性が有配
偶後に労働市場から撤退しないで働き続けること、つ
まり、有配偶女性の年齢階級別労働力率が未婚女性同
様「台形カーブ」になることである。そこで、有配偶
女性が理想と考えるライフコースは、「M字カーブ就労」
であるか「台形カーブ就労」であるか、その影響要因
を明らかにした。分析結果を踏まえて私見を述べ、ま
とめとする。
本人の就業形態において、正規雇用であるか無就業
であるかは、理想の就労を「台形カーブ」と考えるか
「M字カーブ」と考えるかの強い影響要因となっている。
有配偶女性が「台形カーブ」で働き続けられる労働環
境のさらなる整備が急がれる所以である。そのために
は、男女均等施策とWLB施策のもとで、男女労働者が
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仕事におけるジェンダー平等とWLBを手に入れること
ができる「働き方・働かせ方」が可能な人材マネジメ
ントを確立していくことである（杉田2010：48）。それ
は、男女労働者個々人に、「ライフステージの各局面で
の４領域（仕事、個人、家庭、社会）の生活において
の配分と統合」をもたらす「働き方・働かせ方」でも
ある（杉田2010：48）。したがって、長時間労働を前提
としない男女均等待遇、ライフステージに応じてフル
タイマーとパートタイマーの行き来が可能な正規雇用
の確立は必須である。
「家庭生活などに対しての考え」に関する４項目で
は、とくに「女性が職業により収入を得る重要性」を
明確に認識しているか否かが、理想の就労を「M字カー
ブ」と考えるか「台形カーブ」と考えるかに大きく影
響していた。企業における終身雇用や年功序列の崩壊、
不況は、男性の雇用においても不安定化、低賃金化を
もたらし、片働きでの生計維持による家庭の経済的リ
スクを大きくしている。したがって、有配偶女性は、
「男性が片働きで生計を維持する難しさ」とともに「本
人が収入を得る重要性」を認識し、共働きを前提とし
たライフステージの各局面で「４領域の生活の配分と
統合」が可能となる働き方ができる労働環境、生活環
境を強く求めていく必要があると考える。
性役割分業意識に「賛成」か「反対」かで、理想の
就労を「M字カーブ」と考えるか「台形カーブ」と考え
るかに大きく影響していた。性役割分業意識の払拭に
向けてさらなる啓蒙が必要であること、意識変革には
時間がかかることを改めて痛感した。しかし、この点
に関しては、片働きでの生計維持が難しくなってきて
いることが、追い風となるのではないだろうか。
有配偶女性のライフコースが「台形カーブ就労」に
なるか否かは、日本政府の21世紀の最重要課題である男
女共同参画社会構築のカギである。有配偶女性が「台
形カーブ」で働くようになれば、税収も増加する。し
たがって、４領域の生活において、個々人が望む生活
の配分と統合を「ライフステージの各局面」で手に入
れることができる「働き方・働かせ方」を、男女労働
者や労働組合等（労働組合やそれに準ずる組織）と企
業とのコラボレーションによりつくりあげていくにあ
たって、政府は労働政策でのバックアップを行うべき
であると考える。
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